
１ 情報が集まるように努力する 

中国人従業員は日本人経営者をシ

ビアに観察しています。 

中国人従業員が「この総経理に話を

すれば何とかしてもらえる。」「この副

総経理は言ったことは必ず実行する」

と思えば、中国人従業員は自然に日本

人経営者に情報を集めようとします。 

日頃の信頼関係があれば、ストライ

キに関する事前情報もしくは仮にス

トライキが起きたとしても、予防や解

決に至る貴重な情報が漏れてくるこ

とがあります。日頃の信頼関係の蓄積

が重要となります。 

 

２ 情報の流れを複数作る 

会社は職場に関する情報収集を複

数の従業員ルートを通じて行う必要

があります。日本人経営者は、日本語

が流暢な中国人につい色々頼ること

も多いですが、情報内容が一面的にな

りやすくもあるので、特定の従業員か

らの情報だけではなく、別ルートの中

国人従業員からも情報収集が出来る

ように工夫する必要があります。 

様々な権限を有する日本人上司の

中国語が流暢ではなくとも積極的に

中国人従業員とコミュニケーション

を取るように努力すれば、次第に中国

人従業員も様々な情報提供を行うよ

うになります。職場の人間関係が、日

本人（日本語が分かる中国人）対中国

人で固定化されないようにしなけれ

ばなりません。 

 

３ 工会との付き合い方 

工会が有名無実化している場合も

ありますが、やはり工会を通じて労働

条件を協議するメリットは大きいで

す（集団契約等）。 

日本の労働組合とは異なり、会社の

運営に関与しやすい立場にある中国

の労働組合は、言葉をかえると会社の

コントロールを及ぼしやすいです。平

常時から、工会を通じて労働条件を協

議する習慣を付けるべきです。 

そのためには、単に会社の言いなり

になる従業員ではなく、従業員の支持
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が厚い人物を工会の代表者に据える

べきです。 

実務では、中国人管理職が工会の責

任者である工会主席も兼任している

場合が多いので、日本人経営者に対し

常に上司と部下の関係を意識して会

社に迎合していることもあります。こ

の場合、従業員も工会を頼りにするこ

とは無くなり、工会が形骸化してしま

います。 

工会がこのような状態になると、毎

月計上される工会費が、何も使われず

放置されたままになることも多いで

す。 

本来は、中国の工会は従業員の福利

を図るため工会費を使い、様々な社内

イベントを主催することが古くから

の習慣であり、工会の役割の一つでも

あります。そのような社内イベントを

通じて企業の管理者と一般従業員が

より身近に交流できます。また、仕事

の技能をアップさせるために社内の

技能競技大会を開催するのも工会が

主催して行う場合が多いです。これも

従業員の能力を客観的に評価する材

料になります。 

 

４ 在庫および他事業所等のバック

アップ 

製造業において無駄な在庫は諸悪

の根源であると言われていますが、ス

トライキにおいては在庫が交渉の命

綱になることが多いです。在庫が無く

なれば、顧客へ納期通りに納入するこ

とができず、巨額の損害賠償が発生す

る可能性があるため、会社側は交渉に

おいても譲歩せざるを得なくなりま

す。 

それと同時に、長期戦になればなる

ほど従業員は耐えられなくなる可能

性が高く、会社側は有利に交渉を進め

ることができます。そのため、できれ

ば２週間、最低でも１週間は在庫を確

保しておく必要があります。 

また、他事業所による代替生産、も

しくはパートナー企業による代替生

産が可能であれば、なお交渉を有利に

進めることができます。 
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